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             米軍基地の町に住む女の子のおはなし。小学５年生の楓 

と中学１年生紀理のお互いを取り巻く環境が沖縄で暮らし

ている私たちと似ていて共感できる所もあり、考えさせら

れる物語です。 

               

 

  

 

 

 

 

 

             小学校でいじめられ不登校になった理沙は、タイムトン 

ネルになっていた神社の石の柱の穴から、太平洋戦争中の 

小学生雪子にお菓子を送りながら交流を深めます。そんな 

二人に起こった事は・・・。 

 

 

 

 

             

 

              

             

               平和を望みながらもなぜ人は戦争をしてしまうのか？ 

『ぞうのエルマー』の著者がその問いに答えています。 

大人の方にも読んでほしい絵本です。 


